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これからのために

TRY TO CHANGE

理事長久野 恒靖

ご挨拶

このたび理事長に就任いたしました久野 恒靖です。我が国最初の公害防止等のための

測定分析機関として発足した当法人の舵取りを担うにあたり、その歴史の重みと責任を改

めて噛み締めております。

1971年の設立以来、私たちは社会環境の変化に真摯に向き合ってまいりました。当初の

産業公害対策から、グローバルな環境問題、極微量物質の分析、そして近年の製品品質評

価やインフラメンテナンスに至るまで、時代の要請に応じ、最新機器の導入と高度な専門

技術者の育成に努めてまいりました。おかげさまで2021年度には設立50周年を迎えること

ができました。これまで皆様より賜りました温かいご支援に、心より感謝申し上げます。

私たちの仕事は、社会の安定や産業の品質を根底から支える「見えない基盤」そのもの

です。人々が安心して暮らし、産業が持続的に発展するためのデータを提供する。この使

命を果たす中で、私たちが何より大切に磨き上げ、今日まで受け継いできた信念が「精度

管理は当社の命」というものです。

不透明な現代において、ときに「馬鹿正直」と言われるほど真面目に、一切の妥協を排

して正確なデータに向き合い続ける。この実直な積み重ねこそが、お客様や社会からの  

「絶対的な信頼」に繋がると確信しています。不確実な世界において、私たちは確固たる

事実を示す「灯台」であり続けます。

現在、来年の完成に向けて新社屋建設は佳境を迎えています。この社屋の建て替えは、

次世代のサステナビリティを担う企業へと進化するための大きな転換点です。私は職員た

ちに「立派な器にふさわしい、新しい自分たちに変われるか」を常に問いかけています。

今日より明日、明日より明後日と、一人ひとりが高い志を持って技術を磨き、お客様から

選ばれる強い組織を創り上げる。その歩みの集合体こそが、当社の、そして地域の未来を

切り拓く原動力となります。
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［品質基本方針］
顧客に満足され、社会的に信頼されるデータを提供する。

［環境理念］

一般財団法人として、社会的に信頼される測定分析データを提供し、地域の環境保全への取組みを
支援するとともに、自らも環境保全に配慮して行動する。

《経営方針》

「行動だ！一歩前へ！」

新しい時流を的確に捉え、創意…工夫で早めに手を打つスピード感覚を習得

「精度管理はTTCの命」

信頼される良質なデータ提供による社会的使命の遂行

「組織力強化で仕事を実感」

課題解決型人材の育成強化とグループ内、課間、部間の連携強化で組織力を強化
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私たちのBUSINESS

環境計測では、大気汚染防止法、悪臭防止法、労働安

全衛生法など関係法令に基づき、環境大気、大気メンテ、

ごみ質、排ガス、臭気、作業環境などの調査・測定に対

応しています。

環境分析では、生活環境分析、細菌試験、水道水質検

査、石綿調査・分析、PCBを含む有機化学物質分析、近年

規制が進む、PFOS・PFOAを含む有機フッ素化合（PFAS）

分析を行っています。

02事業活動
■組織図構成図

※2026年5月時点

環境計測・環境分析事業部

材料分析・品質評価事業部

建設環境・地盤建材事業部

建設環境では、建設材料（コンクリート、骨材・スラ

グなど）の強度・中性化及び塩分量試験、ひび割れ充填

剤の評価試験、建設資材の有効活用試験、環境アセスメ

ント・自然環境調査、騒音・振動調査、排水や環境水の

水質・生物調査、土壌汚染調査を実施しています。近年

では、構造物調査時の３次元モデル（BIM/CIM）の導入で

外部連携を推進しています。

品質評価では、自動車内装材や電子機器類の揮発性有

機化合物（VOC）分析、におい試験・官能試験を実施し

ています。

材料分析では、製品や材料の無機成分・重金属分析、

放射線・放射能分析、ごく微量表面の成分・構造分析、

近年では熱分析、元素分析、粒度試験などの物理試験に

も対応しています。

環境測定分析

●水質調査・分析

●飲料水等の水質検査

●産業廃棄物の分析

●大気・臭気・作業環境

●放射能・放射線量

●環境アセス、自然環境調査

●騒音・振動

●土壌汚染調査

●有機フッ素化合物（PFAS）の分析

製品等の品質 土木・建築

●製品中の有害物質

●車室材料の分析

●製品中の成分、重金属分析

●EPMA等による微小表面の分析

●製品・食品等に係るにおい試験

●異物・未知物質の同定

●臭気原因物質の究明

●製品、原材料の品質試験

●コンクリート材料試験

●建屋解体時の調査・分析

●地盤材料・路盤材料試験

●カーボンリサイクル、オフセット

コンクリート等の品質試験

●スラグの品質試験

●リサイクル材料の認定申請試験

●コンクリート構造物の劣化診断

快適な生活環境を守るために

美しい自然環境、快適な生活環境
を次世代へ継承するために。

安心・安全な製品を使うために

製品の安心・安全、その第一歩と
なるのが製品に関する正確なデー
タの把握です。

第三者機関としての信頼性

構造物や建築物に使用される建設
材料は安全で安心できるものでな
ければなりません。
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熱中症対策

若手勉強会 資格勉強会

おとなの教養講座開催

働き方改革

熱中症対策の義務化を受け、TTCでは新たな取
り組みとして、手首に装着し、危険をアラートで
通知するウォッチを導入しました。これにより、
現場での体調変化を早期に把握することで、熱中
症の重症化防止と迅速な対応につなげています。
加えて、昨年度に支給した冷却ネックベルトや作
業性・通気性を向上させた作業着も引き続き活用
され、作業中の負担軽減や快適性向上に役立って
います。こうした取り組みは、職員が自ら体調管
理に意識を向け、安全に作業できる環境づくりに
つながっています。

若手職員対象の勉強会を今年度も
実施し、計4名の職員が講師となって
自身の業務紹介や改善事例などにつ
いて講義しました。若手同士の交流
や意見交換の場としても活用されて
います。

資格取得支援の一環として、取得
者による勉強会を開催し、受講者の
理解促進と合格に向けた取組を実施
しました。あわせて、資格取得の意
義や学習計画、体験談の共有により、
学習意欲の向上につなげています。

職場における熱中症対策の強化について

●報告体制の整備

●重篤化防止の手順作成

●関係者への周知

2025年度から政治・経済を中心とし
た「おとなの教養講座」を不定期開催
しています。政治や経済は自らのビジ
ネスを理解するベースとなるものであ
り、社会人には必須の基礎知識でもあ
ります。こうした知識がないと、世の
中の出来事を“我が事”と考えることが
できない、ビジネスチャンスに気づか
ない、それっぽい話に騙されやすい、
などの弊害も生じやすくなります。数
度の参加でにわかに効果の上がるもの
ではありませんが、業務以外にもアン
テナを広げる機会にはなるでしょう。
番外編として、アフター５にワイン講
座も開催しています。

アラート付きヘルスウォッチ

％
男性育休の推進

自立体力測定

 TTCでは、2023年から男性育休の取得に取り組み、同年には対象者の66.6％が取得
しました。2024年には取得率100％を達成し、今年度も対象者4名（男女含む）全員
が育休を取得しています。TTCでは出産と育休取得を一体として捉える意識が浸透し、
育休取得を前提とした計画的な業務運営が進み、安定した業務遂行が可能となってい
ます。さらに、業務の見える化や情報共有の徹底により、フォローし合える体制が整
い、組織としての対応力向上にも寄与しています。これにより、取得者本人だけでな
く周囲にとっても安心して働ける環境づくりが進んでいます。

健康経営の一環として、「自立体力測定」を実施しています。本取り組みは、日常生
活に必要な体力や健康状態を客観的に把握し、体力年齢の評価や生活習慣の改善につな
げることを目的としています。測定は4つの種目に分かれ、各種目を秒数で計測し点数
化することで、体力の状態を数値として確認できます。前年の結果と比較することで、
自身の体力の変化を把握できます。全国平均との比較も可能で、評価を通じて現状の把
握や課題の明確化につながります。参加率は78.7％（160名中126名）で、多くの職員
が関心を持って取り組みました。測定結果に基づくアドバイスは、運動習慣の定着や体
調管理への主体的な行動変容を促し、職員一人ひとりが健康維持・向上に向けた意識を
高める機会となっています。

地域貢献

People(人間）03

TTCは全国平均との比較で
手先が器用な人が多いことが判明！

業務のおかげかも！
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電気

環境負荷低減

Planet（地球）05
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事業活動で使用量の多い「電気、都市ガス、ガソリン・軽油」について、CO2排出量
の推移を以下のグラフに示します。省エネ設備機器、LED照明などの導入に加え、オペ
レーティングによる省エネ活動を継続的に実施しています。

（t-CO2）

（t-CO2）

（t-CO2）

藤棚見学交流会

地域社会への貢献と次世代育成の一環として、近隣中学校の生徒さんを対象とした職
場体験を実施しています。当日は、電子顕微鏡による微細な世界の観察や、精密機器を
用いた化学分析、色の変化で濃度を測る滴定分析など、当社の日常業務を実際に体験す
るものです。
「本格的な装置を実際に操作でき、科学がもっと身近に感じられました」「一つの数

字を出すために、これほど厳密に、真剣に作業している姿を見て驚きました」といった
感想をいただいています。こうした体験を通じて、分析化学が社会の安全を守る「かっ
こいい仕事」だと感じてもらえたなら、これ以上の喜びはありません。

地域住民の方々や近隣企業の皆様をお招きする「藤棚見学会」は、いまや当社の春
の恒例行事となっています。単なる観賞の場にとどまらず、私たちがこの場所でどの
ような検査を行い、地域の環境を守っているかを知っていただく貴重な対話の場でも
あります。
「毎年この香りを嗅ぐと春が来たと実感します」「散歩コースの楽しみが増えまし

た」といった温かいお声をいただき、私たちにとっても活力をいただく大切なひとと
きとなっており、毎年、満開の藤の下で皆様の笑顔にお会いできることを楽しみにし
ています。

職場体験

地域社会との共存

Prosperity(豊かさ）04
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安全運転講習会

防災訓練

日ごろより調査や営業活動で車を利用する機会が多いことから、交通安全に取り組
んでいます。全職員を対象に安全運転講習会を実施し、交通事故事例の共有や社用車
で使用している車種ごとの注意点を学び、より実務に即した内容としています。また、
2026年4月1日の道路交通法改正についても情報共有を行い、自動車だけでなく、自転
車利用時や歩行時の安全意識向上を図りました。
さらに、2025年10月の安全衛生大会では、名東警察署の方に、安全運転講話をして

いただき、TTC全体として、交通事故防止への意識が高まりました。

TTCでは、毎年防災訓練を実施しています。2026年3月には、BCP対策室主導のもと
「TTCの地震等防災規程」および「防災行動マニュアル」に基づき、避難場所と経路、
救急箱とヘルメットの確認を行いました。さらに、通常消火器とCO2消火器の設置場所
と薬品に対する用途の違いについて共有を行いました。現在、新社屋建設中のため、通
常時とは異なる避難場所への移動を設定し、臨機応変な災害対応を体験することで、防
災意識のいっそうの向上につながりました。

社会的な責任

Peace（平和）06
AE国際学会

産学官連携

TTCでは、最先端の技術を積極的に取り入れながら新たな事業の可能性を広げる
とともに、社会課題の解決にもつなげていくことを目的として、大学との連携を積
極的に進めています。
その一環として、TTCが関わる非破壊検査技術の一つであるAE（アコースティッ

ク・エミッション）に関する国際会議が2025年11月3日から7日の5日間に開催され
ました。本会は一般社団法人日本非破壊検査協会の主催のもと、IIIAE2025世界会議
実行委員会が運営を担いました。TTCでは、実行委員長を含む計4名が実行委員とし
て委嘱され企画・運営に携わりました。会期中には、研究成果の発表や企業展示を
行い、多くの国内外の参加者と意見交換を行う貴重な機会となりました。最終日の
閉会式には、参加者投票により選出された企業展示賞の表彰が行われ、TTCは優秀
企業展示賞を受賞しました。
これからも、お客様のご要望に応えつつ、新たな技術の積極的活用と独自性のあ

る取り組みを推進することで、広く社会に貢献していきます。

Partnership07

優秀企業展示賞を
受賞しました！

ⅢAE2025世界会議in名古屋HPより
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Pick Up!!08
大阪万博

2025年に開催された大阪関西万博(EXPO 2025)の入場チケットを従業員へ配布しま
した。
毎年、福利厚生の一環で社内アンケート等を元にリフレッシュの機会を設ける提案

をしており、2025年は大阪関西万博への参加チケットを希望者全員に配布しました。
本万博のテーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」で、これまでの万博のような

各国の展示はもちろん、未来に向けた様々な技術を身近に感じることができました。
電子チケット制や会場内の完全キャッシュレス化など、これまでになかった取り組み
も多く見られ、新しい風を感じる万博でした。東海技術センターとしても、来年2027
年に完成予定の新社屋のコンセプトとして「新規性」を掲げており、これまでにない
自由な発想で新たな職場環境を創り上げていくという機運醸成につなげることができ
たと思います。

未来を体験！

スイス館の切り絵アートがとても
きれいでした！時間経過と共にいろ
んな色に切り替わるため、時間を忘
れしばらく眺めていました。

私が印象に残っているのは、大屋根リング！
遠くからでも存在感があり、そのスケールに圧倒
されました。
訪れた日はとても暑かったのですが、大屋根リ

ングの陰に入ると涼しく、見た目の迫力だけでな
く、機能性の高さにも驚きました。

イタリア館の展示物に圧巻でした！万博にで
も行かなければ、イタリアの文化や歴史、産業
を知る機会がなかったのでとても新鮮な経験で
した。
また、その他のパビリオンでも土木や建設に

関する技術的な展示もあって興味深かったです。

研究発表

TTCでは、産学官連携の枠組みのもと、大学・研究機関・行政と協力しながら、研
究開発や事業開拓に取り組んでいます。専門的な知見と現場で培った技術力を融合さ
せ、新たな価値創出と地域課題の解決を目指しています。

TTCでは、これまでに蓄積してきた分析技術および研究成果を積極的に外部へ発表し、
学会や専門分野の場を通じて広く社会と共有しています。これにより、分析手法の妥当
性や精度に関する客観的な評価を得るとともに、新たな知見の獲得や技術の高度化につ
なげています。

共同研究

産学官連携

Partnership07

●小型蒸留装置の応用検討とFIA技術の改良

第32回日環協・環境セミナー全国大会in蝦夷
(北海道)にて発表。

工場排水試験方法JIS K 0102では、少量の試
料で蒸留操作を行う小型蒸留法が採用されまし
たが、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素で用いる還
元蒸留は、小型蒸留法が未だ採用されていない
ため、実試料を用いて小型蒸留法と従来法との
比較検討を実施しました。

学会・技術発表会への参加

●米国AE学会（65th AEWG）

Rayleigh波を利用したコンクリートのひび割れ深

さおよび補修材の充填評価手法の検討

●におい・かおり環境学会

食品・車両のにおい分析への大容量パッシブサン

プラー適用検討

●中日本会技術交流会

リードタイム短縮を目指した改善事例

～アスベスト分析における生産性向上について～
第31回中日本会技術交流会にて発表。

EPOCへの参画

循環型経済社会の構築を目指すEPOC(環境パートナーシップ・CLUB)では、環境経営
分科会と自然共生分科会に参画し、講演会やセミナー、会員交流などを通じて、TTCの
事業活動に活用しています。

最優秀賞を
受賞しました！

最優秀賞を
受賞しました！

教えて！あな
たの万博エピソード
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新社屋建設について09
起工式

このたびTTCでは、事業基盤のさらなる強化および業務拡大を見据え、新社屋の建
設を計画し、2025年11月18日に起工式を執り行いました。当日は関係各位のご臨席
を賜り、工事の安全と円滑な進行、ならびに無事竣工を祈念するとともに、今後の発
展に向けた新たな一歩を踏み出す節目の機会となりました。新社屋の建設にあたって
は、これまでに培ってきた技術やノウハウを最大限に活かし、より高度で効率的な業
務環境の整備を目指しております。特に分析業務においては、設備の拡充や作業環境
の最適化を図ることで、精度・信頼性のさらなる向上と、多様化するニーズへの柔軟
な対応を目指してまいります。

2027年4月竣工予定の新社屋を新たな拠点として、技術力の一層の強化とサービス
品質の向上に努めるとともに、社会に対する価値提供を通じて持続的な発展に貢献し
てまいります。

【編集後記】
サステナビリティレポートも多くの皆様のご協力のもと、無事に今年

も発刊することができました。今年は大阪・関西万博が開催され、持続
可能な社会の実現に向けたさまざまな取り組みや、省エネルギー、SDGs
に関する先進的な展示が大きな注目を集めました。未来を見据えた技術
や発想に触れる中で、TTCの事業や役割についても改めて考える機会とな
りました。こうした時代の流れを踏まえ、現在進めている新社屋の建設
においても、環境への配慮や持続可能性を意識した取り組みを積極的に
取り入れていきたいと考えております。

2026.5.20 編集リーダー：金子奈央

社会から認められ、
お客様から求められる次の50年へ
～ひとり一人が働きがいを実感し働く喜びを感じる新社屋～

【編集メンバー】
丹川 幸久
武藤 拓也
山城 舞
小関 在
金子 奈央
飯田 友里絵
渡部 すみれ

2025年11月18日の起工式の様子

新規性
拡張性

01
省エネ
SDGs

02
働き方改革
安全・安心

03

スローガン達成に向けた3つのコンセプト

新社屋に向けた
スローガン

新社屋建設中の様子
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